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土砂災害警戒区域の点検結果について 令 和 ６ 年 6 月 1 0 日
県 土 整 備 部

１ 点検結果と今後の対応

２ 市町村ごとの点検結果一覧

点検結果の評価 箇所数 今後の対応

Ａ+：直ちに住民避難が
必要な箇所

０箇所
（該当無し）

○今後、新たに該当する箇所が確認された場合は、速やかに当該市町村
に情報提供し、市町村は避難指示発令の検討を行う。

Ａ：対策が必要な箇所 ０箇所
（該当無し）

○所有者、管理者又は占有者に情報提供し、必要と考えられる応急対策
（※）について助言する。
（県・市町村が管理する土地の場合は県・市町村が応急対策を実施
する。)

○対策工事を行う場合は、県と市町村の役割分担の下で事業化を検討
する。

Ａ－：対策実施中の箇所 12箇所 ○引き続き対策工事を推進する。

Ｂ：経過観察が必要と
判断される箇所

18箇所 ○毎年、梅雨入り前までに完了できるように点検を実施する。
（定期点検）

○地形の変状が現れやすい大雨観測後（土砂災害警戒情報発表）や
地震発生後（震度５弱以上）に点検を実施する。

○今後の状況変化に応じて、対策が必要かどうか判断する。

Ｃ：変状が軽微、又は
変状が見られない箇所

202箇所 ○地域住民・自治会等による日常的な現状確認。

合計 232箇所
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※応急対策：亀裂への雨水浸透防止・浸食防止のためのブルーシート張、落石・崩土を受ける土のう積、不安定土砂や浮石の除去、
流木の伐採など


